














ライ トは1900年頃か らプ レー リー ・ハ ウス,
1904年にラーキ ン・ビル,1906年にユニティー
教会 と,世 界に先駆 けてモダ ン ・デザイ ンの
金字塔 をうち立 てたが,1910年にベル リンで
発表 された,そ れまでの作品 の展覧会 と作 品
集 は,ド イ ッ,オ ランダ,ベ ルギ ーに広範 な
影響を及ぼ したのであ った。欧米 に未だ空 間
の意識 がなか った19世紀末 に,こ の空間のデ
ザ イ ンは如何 に して成立 したのか?
ライ トの建築空間 の成立 には,1893年の シ
カゴの コロンビア博覧会 に出展 された 日本 の
鳳凰殿 の影響 が指摘 され るが,そ の具体 的現
れはプ レー リー ・ハ ウスであったり,ユニティー
教 会であ った り,ラ ーキ ン ・ビルの 『箱 の破
壊』 の発想 であ った り,い ずれ も博覧会 か ら
かな り遅 れた時期 の ことで,そ こに至 る影響
関係 の曖眛 さが残 るのは否定出来 ない。 それ
に ライ ト自身 は,日 本建築の この時期 の影響
を,繰 り返 し否定 してい るのである。
そ こで ライ トのそれ迄の建築思想 を見 る必
要 があるが,も ともとライ トの有機 的建築 の
思想 は,そ の敬愛す る師サ リヴァンの"有 機
的"の 考 えに基づ くものであ った。 サ リヴ ァ
ンは,人 間 の精神的な もの も身体的感覚 の高
め られた もの,と す る触感 的な機能主義形体
観 か ら,伝 統的 なイマジネー ションの芸術 を
否定 し,ま たプラスティックな量塊 に集中 し
て,建 築空間の創造 には消極的 であった。
このサ リヴ ァンの有機 的思想 を共有 したラ
イ トが,イ マジネー ションによる伝統的芸術
を否定 した のも当然であ ったが,ラ イ トは建


































ダー等 と"地 獄 の"摸 索 を続 け,様 々な様式
を渉猟 して いた ライ トの,自 邸内部の状 況は
B.B.ファイ ファーによって,「これ らは全 て
信 じがたい ほどの混乱 の中に寄せ集め られて
お り,す ぐにこの若 き建築家 の特徴 となる シ
ンプル さと静 け さは不思議 なことにここには
見 られない」 と述べ られ ている。
皿.浮世絵 との邂逅







































の建築に理解 された」 と記 し,『日本の版画
















の単純化,明 確化に他ならず,こ こに 「有機
的単純性の理想」が成立す るが,ラ イ トの
「建築において理解された」無意味なものを





以後 ライ トは,自邸の製図室,図 書室をは
じめ,ウ ィリッッ邸等のプレーリー ・ハウス
の建築空間の試みを意欲的にお し進める。
